
福福
音音
のの
園園
だだ
よよ
りり  

  
  
  
  

【【
第第
９９
号号  

二二
〇〇
〇〇
五五
年年
九九
月月
十十
日日
発発
行行
】】  

３３
５５
００
‐‐
００
００
１１
６６  
埼埼
玉玉
県県
川川
越越
市市
木木
野野
目目
一一
八八
七七
八八
番番
地地
一一  

特特
定定
非非
営営
利利
活活
動動
法法
人人  

福福
音音
のの
園園
・・
埼埼
玉玉  

事事
務務
局局  

☎☎  
００
４４
９９
‐‐
２２
３３
００
‐‐
１１
１１
１１
１１  

  
  
  
  
  
  
  
  

ＦＦ
ａａ
ｘｘ  
００
４４
９９
‐‐
２２
３３
００
‐‐
１１
１１
１１
２２  

ごご
家家
族族
のの
声声  

おお
ふふ
くく
ろろ
、、
米米
寿寿
おお
めめ
でで
とと
うう  
素素
直直
にに
喜喜
べべ
るる
今今  

  

福福
音音
のの
園園
ささ
んん
へへ
おお
世世
話話
にに
なな
りり
早早
やや
八八
ヶヶ
月月
、、
家家
庭庭
でで
はは

出出
来来
なな
いい
スス
タタ
ッッ
フフ
のの
皆皆
様様
、、
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
皆皆
様様
、、
手手
厚厚

いい
介介
護護
にに
はは
感感
謝謝
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい
でで
すす
。。
十十
日日
毎毎
にに
伺伺
いい
をを
とと
、、

心心
掛掛
けけ
てて
おお
りり
まま
すす
がが
、、
伺伺
うう
度度
にに
、、
図図
工工
作作
でで
ああ
っっ
たた
りり
、、

手手
芸芸
でで
ああ
っっ
たた
りり
、、
散散
歩歩
でで
ああ
っっ
たた
りり
、、
リリ
ハハ
ビビ
リリ
にに
、、
健健
康康

管管
理理
にに
とと
、、
申申
しし
分分
のの
無無
いい
環環
境境
にに
深深
謝謝
。。
半半
年年
前前
をを
振振
りり
返返

っっ
てて
みみ
るる
とと
、、
当当
時時
、、
デデ
ィィ
ササ
ーー
ビビ
スス
、、
シシ
ョョ
ーー
トト
スス
テテ
ィィ
等等
、、

ケケ
アア
ママ
ネネ
ーー
ジジ
ャャ
ーー
ささ
んん
にに
迷迷
惑惑
をを
おお
掛掛
けけ
しし
、、
予予
約約
・・
計計
画画

のの
繰繰
りり
返返
しし
のの
日日
々々
、、
家家
族族
もも
人人
事事
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。

おお
ふふ
くく
ろろ
自自
身身
もも
、、
日日
々々
何何
処処
へへ
行行
くく
のの
、、
眠眠
いい
んん
だだ
のの
とと
、、

情情
緒緒
不不
安安
定定
でで
ああ
っっ
たた
のの
だだ
ろろ
うう
とと
、、
今今
、、
思思
いい
やや
るる
、、
：：
：：

今今
でで
はは
、、
スス
タタ
ッッ
フフ
のの
皆皆
様様
方方
にに
支支
ええ
らら
れれ
日日
々々
充充
実実
しし
たた
、、

規規
則則
的的
生生
活活
がが
送送
れれ
、、
まま
たた
、、
米米
寿寿
のの
おお
祝祝
いい
をを
、、
入入
所所
者者
・・

スス
タタ
ッッ
フフ
のの
皆皆
様様
、、
孫孫
・・
ひひ
孫孫
らら
にに
もも
、、
寄寄
せせ
書書
きき
にに
はは
皆皆
様様

のの
思思
いい
思思
いい
のの
励励
まま
しし
のの
おお
言言
葉葉
・・
希希
望望
がが
書書
かか
れれ
てて
おお
りり
有有

りり
難難
いい
事事
とと
本本
人人
もも
感感
じじ
てて
いい
るる
ここ
とと
とと
察察
しし
まま
すす
。。  

  

福福
音音
のの
園園
ささ
んん
にに
おお
世世
話話
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
はは
、、
暑暑
ささ
、、

寒寒
ささ
をを
知知
らら
ずず
、、
毎毎
日日
不不
安安
もも
なな
くく
、、
皆皆
様様
とと
楽楽
しし
くく
過過
ごご
せせ

るる
おお
ふふ
くく
ろろ
をを
察察
しし
てて
、、
次次
はは
白白
寿寿
をを
目目
指指
しし
てて
とと
期期
待待
しし
たた

次次
第第
でで
すす
。。  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

（（
ＫＫ
・・
ＹＹ
））  

地地
区区
民民
生生
委委
員員
のの
声声  

  

男男
塚塚
児児
童童
公公
園園
・・
道道
路路
拡拡
幅幅
にに
つつ
いい
てて  

川川
越越
市市
高高
齢齢
福福
祉祉
部部
会会
長長  

民民
生生
・・
児児
童童
委委
員員  

関関  

征征
司司  

  

台台
風風
一一
過過
、、
まま
だだ
まま
だだ
残残
暑暑
がが
厳厳
しし
いい
でで
すす
がが
、、
朝朝
夕夕
のの
涼涼

しし
ささ
とと
、、
虫虫
のの
音音
にに
目目
覚覚
めめ
るる
ここ
のの
頃頃
、、
秋秋
はは
すす
ぐぐ
近近
くく
まま
でで

来来
てて
いい
るる
感感
がが
いい
たた
しし
まま
すす
。。  

  

先先
日日
、、
ホホ
ーー
ムム
長長
様様
よよ
りり
近近
隣隣
道道
路路((

一一
方方
通通
行行
路路))

のの
拡拡
幅幅

にに
つつ
いい
てて
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
近近
隣隣
のの
自自
治治
会会
かか

らら
もも
提提
案案
がが
ああ
りり
、、
当当
自自
治治
会会
でで
もも
本本
年年
度度
のの
道道
路路
問問
題題
でで
提提

案案
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
他他
のの
自自
治治
会会
とと
協協
議議
のの
結結
果果

をを
見見
てて
、、
近近
隣隣
各各
自自
治治
会会
とと
福福
音音
のの
園園
ささ
んん
とと
共共
同同
でで
要要
望望
書書

のの
提提
出出
をを
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
間間
、、
まま
ずず
安安

全全
確確
保保
でで
事事
故故
のの
なな
いい
よよ
うう
にに
しし
てて
下下
ささ
いい
。。  

  

尚尚
、、
職職
員員
とと
おお
客客
様様
にに
不不
便便
をを
感感
じじ
ささ
せせ
まま
すす
がが
、、
十十
分分
配配

慮慮
しし
てて
利利
用用
者者
様様
のの
快快
適適
なな
生生
活活
がが
でで
きき
まま
すす
よよ
うう
にに
願願
っっ

てて
おお
りり
まま
すす
。。  

花花
菜菜
園園
のの
風風
景景  

「「
年年
越越
しし
そそ
ばば
」」
にに
とと
、、
そそ
ばば
種種
まま
きき  

  

開開
園園
まま
でで
はは
、、
俗俗
名名
「「
屋屋
敷敷
荒荒
しし｣｣

とと
呼呼
ばば
れれ
るる
つつ
るる
科科
雑雑

草草
がが
繁繁
茂茂
しし
てて
いい
たた
「「
雑雑
草草
」」
地地
。。
開開
墾墾
にに
もも
似似
たた
思思
いい
をを
しし

てて
畑畑
にに
いい
たた
しし
まま
しし
たた
。。
まま
ずず
スス
ココ
ッッ
ププ
でで
５５
００
㎝㎝
位位
掘掘
りり
、、

「「
屋屋
敷敷
荒荒
しし
」」
のの
太太
いい
根根
をを
掘掘
りり
起起
ここ
すす
とと
いい
うう
気気
のの
遠遠
くく
なな

るる
前前
作作
業業
かか
らら
始始
めめ
まま
しし
たた
。。
苦苦
労労
のの
甲甲
斐斐
ああ
っっ
てて
、、
畑畑
にに
はは

茄茄
子子
・・
トト
ママ
トト
・・
キキ
ュュ
ウウ
リリ
・・
いい
んん
げげ
んん
豆豆
・・
ネネ
ギギ
・・
食食
用用
キキ

クク
・・
アア
スス
パパ
ララ
・・
オオ
クク
ララ
・・
モモ
ロロ
ヘヘ
イイ
アア
・・
蕗蕗
・・
みみ
ょょ
うう
がが
・・

青青
しし
そそ
・・
赤赤
しし
そそ
・・
らら
っっ
きき
ょょ
・・
ササ
トト
イイ
モモ
・・
ササ
ツツ
ママ
イイ
モモ
。。

果果
樹樹
類類
とと
しし
てて
ブブ
ルル
ーー
ベベ
リリ
ーー
・・
ささ
くく
らら
んん
ぼぼ
・・
うう
めめ
・・
栗栗
。。  

外外
柵柵
フフ
ェェ
ンン
スス
にに
はは
カカ
ボボ
チチ
ャャ
・・
スス
イイ
カカ
・・
ひひ
ょょ
うう
たた
んん
・・
沖沖

縄縄
ゴゴ
ーー
ヤヤ
がが
実実
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
まま
たた
、、
ベベ
ララ
ンン
ダダ
側側
地地
面面
かか
らら

二二
階階
ベベ
ララ
ンン
ダダ
手手
すす
りり
にに
張張
りり
伸伸
ばば
しし
たた
麻麻
縄縄
にに
はは
朝朝
顔顔
とと

夕夕
顔顔
がが
勢勢
いい
よよ
くく
伸伸
びび
てて
色色
鮮鮮
やや
かか
にに
咲咲
いい
てて
いい
まま
すす
。。  

朝朝
とと
りり
夏夏
野野
菜菜
のの
人人
気気
メメ
ニニ
ュュ
ーー
はは
「「
オオ
クク
ララ
とと
モモ
ロロ
ヘヘ
イイ

アア
のの
醤醤
油油
和和
ええ
」」
でで
すす
。。
かか
つつ
をを
節節
がが
一一
層層
美美
味味
しし
くく
食食
欲欲
をを

増増
進進
ささ
せせ
てて
くく
れれ
まま
すす
。。  

  

先先
月月
、、
台台
風風
十十
一一
号号
接接
近近
前前
のの
八八
月月
二二
四四
日日((

水水))

、、
畑畑
のの
一一

角角
にに
そそ
ばば
のの
種種
をを
、、
利利
用用
者者
ささ
んん
にに
手手
伝伝
っっ
てて
いい
たた
だだ
きき
蒔蒔
きき

まま
しし
たた
。。
実実
際際
にに
はは
「「
そそ
ばば
一一
人人
前前
位位
」」
のの
収収
穫穫
見見
込込
みみ
なな
のの

でで
すす
がが
、、
開開
花花
――
収収
穫穫
――
そそ
ばば
ひひ
きき
――
そそ
ばば
打打
ちち
、、
とと
食食
味味
すす

るる
まま
でで
のの
過過
程程
をを
楽楽
しし
んん
でで
いい
たた
だだ
くく
のの
がが
主主
目目
的的
でで
すす
。。  

夢夢
がが
広広
がが
りり
まま
すす
。。  

  
  
  

（（
ホホ
ーー
ムム
長長  

杉杉
澤澤  

卓卓
巳巳
））  

福福
音音
のの
園園  

生生
活活
日日
課課
のの
紹紹
介介  

日日  

曜曜  

・・  

音音
楽楽
療療
法法
のの
日日
（（
午午
前前))

、、
民民
謡謡
のの
会会
（（
午午
後後))  

月月  

曜曜  

・・  

歯歯
科科
往往
診診
（（
午午
前前))  

火火  

曜曜  

・・  

ピピ
アア
ノノ
のの
会会
（（
午午
前前
））

、、  

床床
屋屋
ささ
んん
のの
日日
（（
月月
１１
回回
））  

水水  

曜曜  

・・  

内内
科科
往往
診診
（（
午午
前前
））

、、
園園
芸芸
療療
法法
のの
日日
（（
一一
日日
））  

金金  

曜曜  

・・  

聖聖
書書
のの
時時
間間((

午午
前前))  

  

☆☆
其其
々々
、、
毎毎
週週
なな
いい
しし
隔隔
週週
にに
実実
施施  

◇◇
入入
浴浴
日日
・・  

毎毎
日日  

午午
後後
一一
時時
半半
～～
三三
時時
半半  

  

：：
：：
：：  

開開
園園
１１
周周
年年
記記
念念
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム  

：：
：：
：：  

◎◎  

１１
周周
年年
記記
念念
ババ
ザザ
ーー  

  

十十
月月
一一
日日
（（
土土
））
、、
九九
時時
半半
～～
十十
一一
時時
半半  

  

販販
売売
品品
、、
喫喫
茶茶
ココ
ーー
ナナ
ーー
（（
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
・・
紅紅
茶茶
・・
クク
ッッ
キキ
ーー
））

開開
店店  

◎◎  

１１
周周
年年
記記
念念
感感
謝謝
会会  

十十
月月
二二
二二
日日
（（
土土
））
、、
十十
時時
半半
～～
十十
一一
時時
四四
十十
分分  

ミミ
ニニ
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
「「
トト
ーー
ンン
チチ
ャャ
イイ
ムム
・・
魅魅
惑惑
のの
調調
べべ
」」  

ゲゲ
スス
トト
「「
ベベ
ルル
・・
フフ
ァァ
ンン
ムム
」」
のの
皆皆
様様((

７７
名名))   

  

ミミ
ニニ
講講
演演
「「
川川
越越
市市
にに
おお
けけ
るる
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
」」((

仮仮
題題))   

  
  
  
  

ゲゲ
スス
トト    

川川
越越
市市
介介
護護
保保
険険
課課
長長
・・
荻荻
原原
秀秀
介介
様様 


